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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

本研究では、細胞チップ上への細胞の配置方法として、細胞一つ一つをピックアップし、細胞間の感覚さえも容易に制御可能な全く新しい細胞チップの作製を目的として検討を行ってきた。研究に対する助成を頂いた期間では特に、細胞をその径とほぼ同じカプセル内に封入するための、細胞にダメージを与えることなくこれを可能とするとともに、細胞が包括された後も長期間生存可能な手法の確立を目指した検討を行った。
細胞包括カプセルの作製法に関する検討では、研究助成の申請段階で有していたカプセル作製技術を、より効率的なものにするために、カプセル作製装置の改良を行った。具体的には、単位体積のカプセル作製に要する各種材料の消費量を抑え、なおかつ短時間でより多くのカプセルを得られるように改良を行った。その結果、包括時に細胞にダメージを与えることなく、既存の装置と比較して、１／４程度の総材料消費量で同量のカプセルを作製可能な方法を確立することができた。
カプセル内での細胞の長期生存に関する検討では、研究助成の申請段階ではカプセル材料として細胞接着性を有しないアガロースのみが使用可能材料であり、包括後１週間程度で細胞が急速に死滅しはじめるという問題を有していた。これを解決するために、細胞接着性材料として多くの検討が行われているゼラチンをカプセル材料として用いることを試みた。その際に、単にゼラチンからカプセルを作製しただけでは、包括後１日以内にゼラチンが培地中に溶解してしまう問題があったが、カルボジイミダゾールを用いてアガロースとコンジュゲートを形成させることで、細胞接着性のゲルの開発に成功し、アガロースと比較してカプセル内での長期間の細胞生存が可能となった。
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	欧文概要　ＥＺ

An ultimate goal of this study is development of a novel cell-chip composed of single cell-enclosing capsules with the size almost the same with individual cells for analyzing cell functions. 
For the purpose, at first, we attempted to develop a method for preparing capsules in which cells can be enclosed without hindering their viability. As the result of the study, we successfully developed the method of which effective for maintaining cell viability and more cost-effective than the conventional method reported previously. 

As a next step, we attempted to develop a capsule in which cells can adhere to the surrounding material. We fabricated a novel agarose-gelatin conjugate for the purpose. The cells enclosed in the capsules composed of the agarose-gelatin conjugate showed longer period of keeping their viability compared with the conventional capsule made from agarose.
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